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要旨：高炉スラグ高含有セメントを用いたコンクリートは環境負荷低減のために有効である。ここでは，建

築工事で大量に使用するマスコンクリート部材への実用化を目指し，調合設計上必要となる構造体強度補正

値（mSn 値）について実験的に検討した。実験では，３シーズン（標準期，夏期，冬期）について，標準養

生強度と，構造体強度の推定のため模擬柱部材から採取したコア供試体および簡易断熱養生供試体の圧縮強

度との差から mSn 値を求めた。実験の結果，mSn 値のうち最も一般的な 28S91値は，通期において JASS 5-2009

に示されている高炉セメント B 種コンクリートの値に比べ同等以下であることが明らかになった。 
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1. はじめに 

 ポルトランドセメント製造時の焼成（温度 1450℃）に

要するエネルギーは，原料の石灰石から分離・排出され

るものと合わせて CO2 換算で国全体の CO2 総排出量 13

億 7100 万 t-CO2の約 3.7％を占める 1)。一方，コンクリ

ート構造体のエネルギー・CO2原単位の 60～70％がコン

クリートに由来するものであり，そのほぼ全量がセメン

トに由来するなど，CO2 排出量に及ぼすセメントの影響

は大きい。筆者らの研究グループでは CO2削減効果の向

上を目的として高炉スラグ微粉末（ブレーン 4000～

6000cm2/g 程度）を 65％程度含む新しいセメント（以下

HS）を用いた構造部材への用途開発 2)を行っている。用

途として既報の高強度コンクリート 3)や場所打ち杭 4)に

加え，コンクリートの使用量が多い耐圧盤や基礎梁に用

いられるマスコンクリートが挙げられる。既報 5)では標

準期および夏期の構造体強度について検討した。本報で

は，およそ１年半かけて実機練り実験を通じて蓄積した

冬期を含むコンクリートの圧縮強度をもとに構造体強度

補正値（以降 mSn 値）について検討した結果を述べる。 

 

2. 実験概要 

2.1 実験要因と組合せ 

実験の要因と水準を表－1 に示す。実験要因は圧縮強

度に影響を与えるものを過去の知見をもとに取り上げた。

水準のうち，標準としたものは，結合材種類は高炉スラ

グ系（記号 HS），高炉スラグの比表面積は 4000cm2/g，

砕石の岩種は石灰岩とした。これらに対し比較とした水

準は，結合材種類は高炉セメント B 種（記号 BB）およ

び中庸熱セメント（記号 M），高炉スラグ微粉末の比表

面積は 6000 cm2/g，砕石の岩種は硬質砂岩とした。季節

は通期（通年）とし，３期に分け，材齢 28 日までの平均

養生温度の結果から標準期（20℃），夏期（30℃），冬期

（10℃）とした。水結合材比は，呼び強度 21～36 程度を

想定し，55，45，42，38％とした。AE 減水剤の形は標

準形（S）のほか，長期でのコアの強度増進を期待して

遅延形（R），超遅延形（B）とし，季節に応じて使い分

けた。実験要因と水準を組み合わせたコンクリートの種

類を表－2 に示す。実験は全て実機練りとして実施した。

*1 鹿島技術研究所 建築生産グループ 上席研究員 博士（工学） (正会員) 

*2 鹿島技術研究所 建築生産グループ グループ長 Ph.D (正会員) 

*3 鹿島技術研究所 建築生産グループ 主任研究員 博士（工学） (正会員) 

*4 竹本油脂株式会社 第三事業部 研究開発部 化学グループ マネージャー 工修 (正会員) 

表－1 実験の要因と水準 

要因 水準1 水準2 水準3 水準4

結合材種類 高炉スラグ系（HS) 高炉B種（BB） 中庸熱（M） －

高炉スラグの比表面積 4000（㎝2/g） 6000（㎝2/g） － －

砕石の岩種 石灰岩 硬質砂岩 － －

季節 標準期（N） 夏期（S） 冬期（W） －

水結合材比* 55% 45% 42% 38%

AE減水剤の形 標準（S） 遅延（R） 超遅延（B） －

*1.比較用のコンクリートの水結合材比は呼び強度36相当とし，高炉Bは43.5％，中庸熱は46.5％した

*2.グレーで示した水準は標準としたもの  

表－2 コンクリートの種類 

記号 結合材 AE減水剤
水結合材比

（％）
季節

HSS45N S 45.0 標準期（N）
HSR42S R
HSB42S B

HSR42S-6000*1 R

HSR42S-S*2 R

BBR44S BB R 43.5

HSS42W1*3 HS S 42.0

HSS42W2*3 HS S 42.0

HSR55S R 55.0
HSR45S R 45.0
HSR38S R 38.0
HSB45S B 45.0
MR47S M RB 46.5

*1.高炉スラグ微粉末は比表面積6000ｃｍ2/ｇのものを使用

*2.砕石に硬質砂岩を使用，*3.再現性の確認

夏期（S）

冬期（W）

夏期（S）

夏期（S）

HS

HS

42.0
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2.2 使用材料，調合，練混ぜ 

使用材料を表－3 に，コンクリートの調合を表－4 に

示す。HS は，既報で述べた通り，クリンカーの比率が

30％程度で，SO3の使用量が高炉セメント C 種の上限に

近い 4％程度となっている。表－5 中の HS〔比表面積（ブ

レーン）4000 ㎝ 2/g〕の圧縮強さから材齢 3，7，28 日全

ての材齢で高炉セメントB種の値と比べてやや低いもの

の，同セメントの規格を満足しており，課題であった初

期強度についても懸念が小さい。また，AE 減水剤は，

HS 用に開発した試作品で，高炉スラグを大量混和した

コンクリートで課題のスランプロスの抑制が可能である。 

 表－4 のコンクリートの調合は，生コン工場の試験室

における試験練りにより決定した。スランプは 15 ㎝のほ

かに，他の建築部材への展開を考慮した実験においては

18 ㎝とした。これにスランプロスを考慮して練上り直後

のスランプは18㎝又は 20㎝とした。空気量は4.5％とし，

ロスを考慮して練上り直後を 5.0％とした。BB および M

は，HS コンクリートと同一呼び強度，スランプに対す

る生コン工場の標準調合である。練混ぜは，強制二軸ミ

キサを用い，練混ぜ時間は材料投入後 40 秒とした。 

2.3 試験項目と方法 

 試験項目と方法を表－6 に示す。フレッシュコンクリ

ートの試験結果は，いずれも練上り直後のものとした。

ブリーディング試験は一部（表－7 参照）で実施した。 

 構造体コンクリート強度はコア供試体，および簡易断

熱養生供試体の２つの推定方法によるものとした 6)。こ

れらに加え，mSn 値を算出するため，標準養生による供

試体についても圧縮強度試験を実施した。 

 コア供試体および簡易断熱養生供試体は，それぞれ

JASS 5 T-605，JASS 5 T-606 に基づき採取した。コア供試

体は，図－1 に示す通り，上下断熱材で覆い，柱中央部

と類似の条件を有する 1ｍ角の模擬柱部材から採取した。 

模擬柱部材の温度履歴は，部材中心部，コア（内側）の

中心，コア（外側）の中心の３点で計測した。簡易断熱

養生供試体は，図－2 に示す通り，断熱型枠を用いて養

生を行い，型枠中の供試体内部の温度を計測した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－4 コンクリートの調合 

W B S G
HSS45N 45.0 46.0 175 389 782 948 B×0.9％
HSR42S B×0.9％
HSB42S B×0.9％

HSR42S-6000 B×1.1％
HSR42S-S 947 B×0.95％
BBR44S 43.5 42.6 186 428 702 974 B×0.8％

HSS42W1 B×1.0％
HSS42W2 B×0.85％
HSR55S 55.0 46.2 162 295 834 1008 B×1.1％
HSR45S 45.0 42.9 170 378 734 1015 B×1.1％
HSR38S 38.0 39.4 179 471 317 1010 B×1.2％
HSB45S 45.0 42.9 170 378 734 1015 B×1.05％
MR47S 46.5 45.4 176 379 788 960 B×1.2％

748 948

AE減水剤
の添加量
(B×％)

42.0 44.0

単位量（kg/m3）記号

962
178

W/B
（％）

s/a
（％）

42.0 44.8 177 422

424 732

 

表－3  使用材料 

種類 記号 種類 密度（g/㎝3） 生コン工場

HS

高炉スラグ系
（高炉セメントC種相当，

ブレーン4000，6000㎝2/ｇ）

2.98 -

BB 高炉セメントB種 3.04 -
M 中庸熱 3.21 -
RS 陸砂 表乾2.58 A

CS1 砕砂 表乾2.65 A

S2 砂*2 表乾2.58 B

CS2 砕砂*2 表乾2.62 B

CG1 石灰岩 表乾2.70 A
CG2 石灰岩 表乾2.70 A
CG3 硬質砂岩（単味使用） 表乾2.64 A

CG4 石灰岩（単味使用）*2 表乾2.70 B

S 標準形（試作品） 1.08 -
R 遅延形（試作品） 1.09 -
B 超遅延形（試作品） 1.09 -

RB 遅延形（Mセメント用） 1.09 -
水 W 上水道水 1 -

*1.混合比（質量）RS:CS1=4:6，S2:CS2=5：5，CG1:CG2=5:5

*2.コンクリートHSR55S，HSR45S，HSR38S，HSB45Sで使用

結合材
（B）

AE減水剤
（Aｄ）

細骨材*1

（S）

粗骨材*1

（G）

 

表－5 結合材の品質 

ブレーン
4000

ブレーン
6000

2.98 2.98 3.21 3.04 -

4170 5070 3170 3800 ≧3300

始発 3-55 4-00 2-16 3-03 60min以上
終結 6-10 5-00 3-24 4-21 10ｈ以下

良 良 良 良 良
材齢3日 18.2 28 21.5 21.6 ≧10.0
材齢7日 31.5 45.2 30.8 37.1 ≧17.5
材齢28日 52.0 63.5 56.1 64.6 ≧42.5

5.0 4.7 0.86 3.35 ≦6.0
3.57 3.42 2.25 2.21 ≦4.0
0.3 0.19 0.66 1.3 ≦5.0

0.006 0.006 0.014 0.011 －

M BB
BBの

規格値
品質

安定性（バット法）

酸化マグネシウム（%）
三酸化硫黄（%）
強熱減量（%）

塩化物イオン(%)

HS

凝結（h-min）

圧縮強さ

（N/mm2）

密度（g/㎝3）

比表面積（㎝2/ｇ）

 

表－6 試験項目および試験方法 

区分 試験項目 試験方法 養生
スランプ JIS A 1101 －

スランプフロー JIS A 1150 －
空気量 JIS A 1128 －
温度 JIS A 1156 －
性状 目視 －

ブリーディング*2 JIS A 1123 －

温度 熱電対による －
JIS A 1108 標準養生

JASS 5 T-605 コア
JASS 5 T-606 簡易断熱

*1.試験材齢は28，56，91日とし，標準養生のみ材齢7日も実施

*2.一部で実施，詳細は表-７参照

圧縮強度強度*1

硬化過程

フレッシュ

 
 

図－1 模擬柱部材のコア採取位置 
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3. 実験結果 

3.1 フレッシュ試験結果 

 フレッシュ試験の結果を表－7 に示す。スランプ，空

気量ともに練上り直後において 2.2 で示した目標とする

管理範囲内の結果であった。また，セメント中のクリン

カー量が少ない HS コンクリートではブリーディング量

が大きくなること 7)が懸念されたが，今回の骨材との組

合せでは，一般に良質なコンクリートの上限とされる 0.3

㎝ 3/㎝ 2を通年で下回った。 

3.2 コンクリート各部の温度 

(1) コンクリートの各部の温度 

代表例として HSS45N の模擬柱部材各部および簡易断

熱型枠の供試体内部の温度履歴を図－3 に示す。模擬試

験体中心部とコア内側の最高温度は 45℃程度と同等で

あり，これに対しコア外側は 34℃と約 11℃低い。この温

度差は部材厚で見た場合 JASS 5 に記載されている中庸

熱セメント（単位セメント量 438kg/m3）の 16℃程度 6)

に比べ小さい。また，簡易断熱型枠の供試体内部の最高

温度は 38℃であり，試験体中心部よりも 7℃程度小さい。

以降，試験体中心部の温度履歴を代表値として検討した。 

 (2) 結合材種類別温度 

 結合材種類別のコンクリートの温度履歴を図－4 に示

す。水結合材比は 43.5～46.5％の範囲で若干異なるが呼

び強度がほぼ同一のコンクリートにおいて模擬試験体の

最高温度は BB（79.4℃）＞M（67.6℃）＞HS（59.8℃）

の順となった。HS は最高温度が低いことからマスコン

クリートの用途に向いている 5)。また，中心部とコア外

側の最高温度差は BB（18.8℃）＞M（13.1℃）＞HS（11.6℃）

の順となった。HS は BB に比べ，最高温度が低く，中心

部と端部の温度差は小さいと言える。 

(3) コンクリートの種類別温度 

 各コンクリートの練上り温度，コアおよび簡易断熱の

最高温度，最高温度到達時間，温度上昇速度などのコン

クリートの温度測定結果を表－8 に示す。温度上昇速度

は温度上昇量を最高温度到達時間で除して求めた。 

 コンクリートの最高温度到達時間を図－5 に示す。全

体的にみて，コアと簡易断熱養生の最高温度到達時間の

差は小さい。標準期の HSS45N や冬期の HSS42W1 や

HSS42W2 の練上り温度が 15℃以下のものや水結合材比 

 

 

 

 

 

 

 

 

が 55％の HSR55S は，後述する mSn 値が 3N/mm2以下の

ものだが，これらの最高温度到達時間が 30 時間以上とな

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図－2 簡易断熱養生の型枠 

 

 

 

表－7 フレッシュ性状の試験結果 

HSS45N 19.0(20) 31.5 4.3 20 良 0.12

HSR42S 16.5(18) 27.0 4.0 32 良 －
HSB42S 16.0(18) 27.0 4.5 32 良 －

HSR42S-6000 19.5(18) 31.5 4.6 32 良 －
HSR42S-S 18.0(18) 30.0 5.6 32 良 －
BBR44S 16.5(18) 28.0 4.3 32 良 －

HSS42W1 19.5(20) 30.0 4.6 9 良 －
HSS42W2 21.0(20) 35.0 4.8 8 良 0.17

HSR55S 20.0(18) 35.0 5.3 26 良 0.07
HSR45S 20.5(18) 33.5 5.6 26 良 0.05
HSR38S 20.5(18) 36.0 5.1 28 良 0.05

HSB45S 18.5(18) 31.0 5.7 30 良 0.05
MR47S 19.5(18) 32.0 6.1 32 良 0.05

*スランプの（　）内は練上り直後の目標値

性状
ブリーディング量

（㎝3/㎝2）
記号

スランプ
（㎝）

スランプ
フロー（㎝）

空気量
（%）

温度
(℃)
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30
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0 2 4 6 8 10 12 14

模擬試験体中心
コア内側
コア外側
簡易断熱
コ
ン
ク
リ
ー
ト
温
度
（
℃
）

材齢（日）
 

図－3 試験体各部の温度履歴の一例（HSS45N） 

 

表－8 硬化過程のコンクリート温度 

HSS45N 14 44.1 30.1 38.0 0.8 38.4 24.4 37.0 0.7 20.6
HSR42S 32 67.1 35.1 19.5 1.8 60.3 28.3 19.0 1.5 34.8
HSB42S 32 67.6 35.6 24.4 1.5 61.8 29.8 22.9 1.3 34.9

HSR42S-6000 32 68.1 36.1 17.4 2.1 61.6 29.6 17.4 1.7 34.8
HSR42S-S 32 67.6 35.6 19.1 1.9 60.2 28.2 18.1 1.6 34.8
BBR44S 32 78.0 46.0 27.5 1.7 70.7 38.7 27.4 1.4 36.3

HSS42W1 9 31.9 22.9 58.7 0.4 30 21 61.2 0.3 10.4
HSS42W2 8 32.1 24.1 51.5 0.5 33.4 25.4 55.5 0.5 9.9
HSR55S 26 51.2 25.2 30.0 0.8 45.4 19.4 31.0 0.6 29.0
HSR45S 26 58.9 32.9 26.5 1.2 51.5 25.5 30.0 0.8 29.4
HSR38S 28 66.0 38.0 23.5 1.6 57.3 29.3 25.0 1.2 30.2
HSB45S 30 63.9 33.9 21.8 1.6 55.6 25.6 23.8 1.1 31.6
MR47S 32 66.3 34.3 21.6 1.6 58.2 26.2 26.6 1.0 32.1

記号
温度
上昇
速度

(℃/h)

最高
温度
到達
時間
（h）

最高
温度
到達
時間
（h）

コア

温度
上昇
量

（℃）

温度
上昇
量

（℃）

練上り
温度
（℃）

簡易断熱

最高
温度
（℃）

平均
養生
温度
（℃）

最高
温度
（℃）

温度
上昇
速度

(℃/h)
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図－4 結合材種類別コンクリートの温度履歴 
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コンクリートの温度上昇速度を図－6 に示す。最高温

度到達時間と同様に標準期の HSS45N，冬期の HSS42W1

や HSS42W2 の練上り温度が 15℃以下のもの，水結合材

比が 55％の HSR55S についてこれらは温度上昇速度が

0.8℃/h 以下であり小さい。また，後述する mSn 値が

3N/mm2を超えるブレーン 6000 の HSR42-6000 や砂岩砕

石の HSR42-S は，温度上昇速度がその他のものと比べて

比較的大きい値となった。 

3.3 コンクリートの圧縮強度 

(1) 結合材種類別強度発現傾向 

 結合材種類別のコンクリートの材齢と圧縮強度の関係

を図－7 に示す。水結合材比は 43.5～46.5％の範囲で若

干異なるが，いずれも材齢とともに標準養生およびコア

ともに圧縮強度が増進している。材齢 91 日の標準養生と

コア強度の差は BB＞HS＞M の順となった。 

(2) 季節別 HS の強度発現傾向 

 HS を用いたコンクリートの材齢と圧縮強度の関係を

図－8 に示す。水結合材比は 42～45％の範囲で若干異な

るが，いずれも材齢とともに標準養生およびコアともに

圧縮強度が増進している。特に冬季においてコア強度の

発現は優れる結果となった。材齢 91 日の標準養生とコア

強度の差は標準≧夏期＞冬期の順となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) AE 減水剤の形別強度発現傾向 

 HS を用いたコンクリートの材齢と圧縮強度の関係を

図－9 に示す。いずれも材齢とともに標準養生およびコ

アともに圧縮強度が増進している。標準養生では超遅延

形の HSB45S の強度がやや小さく，コアでは HSR45S の

強度がやや大きい結果となったが，その差は材齢 91 日で

4.5～5.1N/mm2 の差であり，日間変動などを踏まえると

軽微なものと考えられた。これらのことから遅延形や超

遅延形の圧縮強度に及ぼす影響は少ないと判断した。 
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図－5 コンクリートの最高温度到達時間 
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図－6 コンクリートの温度上昇速度 

0

10

20

30

40

50

60

70

0 20 40 60 80 100

HSR45夏期標準養生
HSR45S夏期コア
BBR44S夏期標準養生
BB44S夏期コア
MR47S夏期標準養生
MR47S夏期コア

圧
縮

強
度

（
N
/m
m
2
）

材齢（日）

図－7 結合材種類別材齢と圧縮強度の関係 
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図－8 季節別 HSの材齢と圧縮強度の関係 
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図－9 AE減水剤の形別 HSの材齢と圧縮強度の関係 
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4. 考察 

4.1 各養生の圧縮強度の比較 

 同一材齢コア強度と標準養生強度の関係を図－10 に

示す。コア強度に対する標準養生強度は，HS セメント

を用いたコンクリートは大きく 1.1 倍以上となった。特

に，ブレーン 6000 のものや砂岩砕石を用いたものは 1.3

倍程度となり，比較用の BB は 1.1 倍，M は 1.0 倍程度と

なった。全体で 1.0～1.3 倍となった。 

 同一材齢コア強度と簡易断熱養生強度の関係を図－

11 に示す。コア強度に対する簡易断熱養生強度は，HS

セメントを用いたコンクリートは巨視的に見ると同等で

あるが，コア強度が 40N/mm2 以上の場合コア≧簡易断熱

養生の関係になった。これに対し，BB はコア＞簡易断

熱養生，M はコア＜簡易断熱養生の傾向が見られ，大小

関係について既往の結果の高い再現性が確認された 5)。 

4.2 水結合材比と各養生強度の関係 

強度補正値 mSn 値は材齢 28 日標準養生強度と材齢 91

日コア強度の差で表すものが一般的である。水結合材比

と材齢 28 日標準養生強度の関係を図－12 に示す。水結

合材比が大きくなると強度が低下する傾向がある。

W/B42%において強度は 46.4～52.7N/mm2 であり，強度

差は 6.3N/mm2であった。また，W/B45%において強度は

42.5～46.8N/mm2 であり，強度差は 4.3N/mm2 であった。

水結合材比と材齢91日コア強度の関係を図－13に示す。

水結合材比が大きくなると強度が低下する傾向がある。

また，W/B42%において強度は 43.7～57.2N/mm2であり，

強度差は 13.5N/mm2 であった。また，W/B45%において

強度は 39.5～44.6N/mm2であり，強度差は 5.1N/mm2であ

った。これらの強度差は標準養生強度のものより大きい。

これは，標準養生強度の養生温度が安定しているのに対

し，コアでは季節による温度履歴などにより養生温度が

大きく変動するためと言える。 

4.3 mSn 値の検討 

 コンクリートの種類別材齢 91 日コア強度と材齢 28 日

標準養生強度の関係を図－14 に示す。HS において冬期

のものや水結合材比が 55％のものはコア強度≧標準養

生強度となった。そのほかの HS は標準養生強度＞コア

強度の関係となった。特に，ブレーン 6000 や砂岩砕石は

標準養生強度とコア強度の差が大きい。ここで，冬期，

ブレーン 6000，砂岩砕石のデータを除いた HS は図中に

示す回帰式を示した。この式において仮にコア強度の上

限を 50N/mm2とすると mSn 値は 2.4N/mm2となった。 

4.4 平均養生温度と mSn 値の関係 

 材齢4週までの平均養生温度とmSn値の関係を図－15

に 示 す 。 mSn 値 が 3N/mm2 を 超 え た HSS45N ，

HSR42S-6000，HSR42S-S，HSR38S を除いたものについ

て直線回帰した。直線回帰は右肩上がりとなり，プロッ

トと回帰線から平均養生温度 20℃以下で mSn 値は 0 と

なった。また，平均養生温度が 20℃を超えたものは，高

炉スラグのブレーン 4000 の結合材，石灰岩砕石， AE

減水剤に遅延形か超遅延形を用い，水結合材比を 42％程

度以上とすれば，mSn 値は 3N/mm2以下とすることがで

きる。この図から除いた前述 3 つの条件である砂岩砕石，

標準期の AE 減水剤標準形，水結合材比 42％未満の場合

には mSn 値は 6N/mm2程度以下となった。 
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図－12 水結合材比と材齢 28 日標準養生強度の関係 
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5. まとめ 

本実験結果の範囲において高炉スラグ高含有セメン

ト（記号 HS）を用いたコンクリートについて次のこと

が言える。 

(1) HS の温度履歴のうち最高温度は高炉セメント B種

より低く，中庸熱セメントに比べ同等以下であっ

た。このためマスコン用途に適している。 

(2) 材齢と強度の関係は，標準養生，コアともに材齢

とともに圧縮強度が増進する傾向がみられた。 

(3) 材齢28日の標準養生強度は同一水結合材比の場合

コンクリートの種類で大きな差は見られなかった。

これに対し材齢 91日コア強度は標準養生強度に比

べ差が大きく，これは季節による温度履歴の影響

を受けるものと考えられた。 

(4)  HS セメントを用いた強度補正値（mSn 値）は，

冬期は 0 となり，標準期や夏期は石灰岩砕石と遅

延形・超遅延形の混和剤で 3N/mm2 以下となった。 

本実験を通じ，マスコンクリートとして調合設計上必

要となる mSn 値を把握した。今後，実用化に向けた準備

を進めていく予定である。 
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図－13 水結合材比と材齢 91 日コア強度の関係 
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図－14 材齢 91 日コアと材齢 28 日標準養生強度の関係 
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図－15 材齢 4 週までの平均養生温度と 28S91値の関係 
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